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アクリルタワシの使用とその衛生について
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Use of Acrylic Fiber Dish Cleaner and the Hygienic Test


































































































































































































































A B C D 不明 実施年
55．0 42．5 o　・　●　●　・ 一　g　o　o　■ 2．5 200毛
問1 62．5 37．5 ，　●　，　・　り ●　o　●　■　， o．o 2002
65．O 35．0 ●　箪　●　・　， o　o　■　o　■ 0．0 2003
5．0 92．5 響　●　●　●　● ●　●　●　●　● 2．5 2001
間2 7．5 92．5 ●　●　■　●　● ■　●　o　■　　● O．0 2002
10．0 go．o ●　■　●　●　● o　◎　●　●　o 0．0 2003
30．0 42．5 20．0 ●　●　●　●　● 7．5 2001
問3 47．5 40．0 12．5 ●　曾　●　●　■ 0．0 2002
47．5 37．5 15．O ●　●　●　●　● o．o 2003
40．0 42．5 15．0 2．5 0．0 2001
問4 30．0 35．0 27．5 7．5 o．o 2002
32．5 40．0 25．0 2．5 0．0 2003
27．5 70．O ．　・　．　．　● ●　●　●　o　■ 2．5 200竃
問5 32．5 67．5 ●　■　●　●　● ■　●　●　●　じ 0．0 2002
32．5 67．5 ●　●　O　o　o ■　膨　o　●　● 0．0 2003
50．0 47．5 ・　■　●　■　　層 ●　●　塾　●　● 2．5 2001
問6 35．0 65．0 ●　●　o　じ ■　●　●　■　● o．o 2002
















































































































































｢た溶液 30分 24賄問 48時間 ㍊ 洗剤使用
0．5％デンプン溶液 寺十十十 一 一 一 十
1．0％デンプン溶液 ? ? 一 一 ，，■■■■
蒸留水 十十十÷ 十 ? 一 ，¶，．．，
溶液処理なし 十 十 十 ．■．o．唖 巳唖■■oo
標準E天坦地（：ぺたんチェック10，栄研器材因｝を周いてスタンプ響気
鰐卵器内（37’e）で36時間培餐した。
一：翻酉の検出がEめられない．＋：濟浄．＋←：経度の汚染．
曾＋：中程度の汚染．＋＋＋＋：高度の汚染
したアクリルタワシ，比較のため行った30，24，
48時閥放置の溶液処理をしないアクリルタワ
シ，24時間放置した蒸留水を用いて溶液処理し
たアクリルタワシであった。24，48時聞放置し
たO．5％デンプン溶液で処理したアクリルタワ
シ，1．0％デンプン溶液で処理したアクリルタ
ワシ，および10分間煮沸した各アクリルタワシ
は、全く菌は検出されなかった。これらの結果
は，室内に放置されている間に風乾もしくはア
クリルタワシの保水の程度が著しく低下して，
菌の生育条件が成立しなかったためであろうと
考えられた。
　今後，アクリルタワシの形状，糸の太さ，ア
クリルタワシ以外の洗浄用品との比較について
も検討したいと考えている。
おわりに
　本研究では，食器類や調理器具の洗浄の場面
で使われるようになったアクリルタワシを取り
上げ，アクリルタワシの使用と衛生について検
討した。
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　今後，アクリルタワシという商品素材に関す
る意識を高めることはもちろんのこと，合成洗
剤や石けん論争に関わる最近の動向6）や，近
代化による都市の水環境問題など，アクリルタ
ワシを題材に，科学的にかつ私たち自身の問題
として捉えられるよう環境教育としての側面か
らも検討を進めていきたい。
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